
 支援機関：安曇野市商工会・安曇野工業会・公益財団法人長野県産業振興機構・長野県工業技術総合センター 等 

地域外から仕事を獲得し、市内企業へ展開するような地域の牽引企業を支援するために、支援機関等と連携します。
●支援機関等と伴走型支援体制を構築

●地域牽引企業の生産設備導入に対する補助

地域内支援機関同士の目標や戦略を共有するとともに各支援機関の役割分担を明確化し、地域内企業の成長を支援します。
●自治体や支援機関との情報交換機会の創出

●安曇野市支援制度についてパンフレット・HPによる周知

事業者の立場に寄り添い、企業立地に対して支援することで、市内企業の流出を防ぎ、新たな企業を誘致します。

●適地適切な企業立地に係る庁内協議の実施
●空き事業用地の利活用の促進（HPの定期的な更新、情報収集、提供）

●新たな産業団地の造成

●各種補助制度の充実化

国内外の市場でのシェア獲得を目指す企業の成長を支援します。
●国内外展示会への出展補助、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）による企業PRの支援
●海外出展に関する知識向上セミナーの開催
●海外展開を目指す際の情報提供、支援機関への橋渡し

2-1 災害発生時などの緊急事態における早期復旧やリスク回避を支援します。
●BCＰ策定に向けた啓発活動の実施及び相談体制の構築

●策定方法の案内・先行事例の紹介等BCPに関するセミナーの開催

2-2 ICTの利活用による効率的生産や流通・販売の合理化、DX推進による新製品・新サービスの創出や生産性向上、ビジネスモデルの変革を支援します。
●ICT導入促進・DX推進に資するようなセミナーの開催

●DXによるビジネスモデル変革の先進事例の紹介
●DX推進に資するような補助事業の検討

2-3 SDGｓの取り組みによって、企業の持続可能性等の企業価値増大に資するような活動を支援します。
●SDGｓ取り組み事例の紹介

●SDGｓ導入プロセス研修会の開催
2-4 省エネが期待できる新規設備導入によるコスト削減とカーボンニュートラルの取り組みにより選ばれる企業への転換を支援します。

●省エネ効果が見込まれる生産設備の導入を支援

●サプライチェーンにおけるカーボンニュートラルの必要性に関する研修会の開催
●市場・社会からの環境要請に対応した循環性の高いビジネスモデルの事例紹介

産業間連携により地域資源を活用した新製品や新技術開発を支援します。
●新製品・新技術開発に係る費用に対する補助

●支援機関等と伴走型支援体制を構築
●支援機関への橋渡し
企業同士の連携により中核企業から仕事を獲得し、地域全体での売り上げ増につながるよう支援します。
●地域内企業同士のネットワーク構築のための情報交換機会の創出

●地域中核企業等で開催する出張展示会への地域中小企業の出展支援

●企業間連携による製品・サービス等の開発促進支援

市内企業が展示会等へ出展した際に製品やサービスを来場者に訴求できるようにプレゼンテーション能力向上を支援します。
●外部講師を招いてのプレゼンテーション講座の開催
●新分野進出を目指す企業に対する展示会等出展補助制度の案内
●展示会出展や訪問の際に専門家によるアテンド支援

4-1 若年層のUターン及び移住促進による生産年齢人口の確保を推進します。
●合同就職説明会の開催及び参加促進

●就業・創業・移住定住に寄与する補助制度の構築

●インターンシップ実施に対する支援の検討

4-2 経営力や技術力・デザイン力といった企業を支える力を持つ次世代を担う人材の育成を支援します。

●次世代経営者を対象とした「次世代経営者育成塾」の開催

●製造現場で主力になるような人材・専門知識を持った人材の育成

●創業を目指す人を対象とした「創業実現セミナー」の開催

4-3 子育て中の方や外国人、シニア層などの潜在的労働力を掘り起こし、人材が不足している企業での活用を支援します。
●企業側の受け入れ環境整備に向けた情報提供
●職業紹介事業者との連携の検討
●人材育成教育の実施
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1　地域を牽引する
ものづくり企業支援 1-1.地域牽引企業の育成と支援

1-1

地域経済を牽引す
るものづくり企業が
変革する経済情勢
に適応して持続的
に成長し続けること
ができるように支援
体制を整える。

1-2.地域内支援機関による連携
1-2

1-3.企業立地の支援

1-3

1-4.グローバルニッチトップやその候補
となる企業の育成と支援

1-4

2　企業の経営基
盤・生産性の強化

2-1.継続的な企業活動確保に向けた
BCP策定支援

企業の緊急事態へ
の対応力向上、デジ
タル化、SDGsへの
取り組み及び生産
性向上に資する企
業活動を支援する。

2-2.情報通信技術の利活用、DX推進に
よる生産性向上支援

2-3.SDGsへの取り組みによる企業価
値の増大
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目標 基本戦略 施策 施策の方向性・取組内容

2-4.カーボンニュートラルへの取り組み
によるコスト削減と信頼性向上

3　産業間連携によ
る新たな価値の創
造

3-1.産業間連携による新技術・新製品開
発及び新分野進出支援

3-1

産業間連携により新
たに創造される製
品やサービスによっ
て新市場開拓・新分
野進出を目指す。

3-2.企業間連携強化

3-2

3-3.技術・製品等のPR強化

3-3

4　ものづくり技術
を継承する人材の
確保と育成

4-1.企業の人材確保支援

企業が持続的に成
長するために必要
不可欠なものづくり
人材を確保し、技術
を継承できるように
育成する。

4-2.企業の次世代を担う人材育成

4-3.潜在労働力の掘り起こし



計画実施における指標 

① 製造品出荷額等 

令和７（2025）年度 5,193億円   （令和元（2019）年度 4,593億円） 

② 製造業一人当たり労働生産性 

令和７（2025）年度 1,652万円/人   （令和元（2019）年度 1,495万円/人） 

③ 粗付加価値額（従業員４人以上の事業所） 

令和元（2019）年度から令和７（2025）年度までの粗付加価値額の伸び率 21％（年平均 3％） 

（平成 25（2013）年度から令和元（2019）年度までの粗付加価値額の伸び率 30.79％） 

（平成 30（2018）年度から令和元（2019）年度までの粗付加価値額の伸び率 -14.72％） 

④ 市内事業所数 

令和７（2025）年度 210事業所   （令和 2（2020）年度 206事業所） 

⑤ 展示会新規出展企業数 

令和９（2027）年度までに新規で市補助制度を活用して展示会に出展した企業数 10社（累計） 

（令和４（2022）年度に新規で市補助制度を活用して展示会に出展した企業数 3社） 

⑥ 市内製造業への就職者数（高等学校卒業時） 

令和８（2026）年度末に市内製造業へ就職した人数 40人 

（令和 2（2020）年度末に市内製造業に就職した人数 41人） 

⑦ 市補助制度「新製品・新技術開発支援事業」又は、産業連携関係補助制度の活用件数 

令和９（2027）年度までに市補助制度を活用した件数 15件（累計） 

（令和 4（2022）年度に市補助制度を活用した件数 2件） 

（令和 3（2021）年度に市補助制度を活用した件数 3件） 

※計画期間最終年度（令和９（2027）年度）の実績を評価する令和 10（2028）年度に実績が確認できる数値を目標

として設定しています。 

 

推進体制・進捗管理 

推進体制：本ビジョンの推進にあたっては、施策・取組を推進する市を中心として、国や県、他市町村、産業支援機関

等、地域金融機関、大学等の教育機関などと連携を図ります。市はこれら各機関と市内ものづくり企業とを結ぶハ

ブとしての機能を担うほか、各機関の支援事業がより効果的に機能するように調整を図り、施策・取組を推進します。 

各主体が担う役割 

安曇野市  基本戦略に基づく、施策や取組を主体的に推進する 

 連携先を結ぶハブ機能を担い、効率的な事業展開を図る 

市内企業  自社の中核事業において地域牽引企業やグローバルニッチトップを目指す 

 世界的企業から必要とされるパートナー企業になることを目指す 

支援機関  企業のニーズを丁寧に把握し、市と連携しながら施策を実施 

 支援内容や体制を整え、効率的な支援を実施する 

進捗管理：Plan（計画）⇒Do（実行）⇒Check（評価検証）⇒Action（改善）の「PDCA サイクル」を実施し、本ビジ

ョンを効果的・効率的に推進していきます。 

市内企業の置かれている状況は刻一刻と変化しており、時代の潮流に取り残されないためにも必要に応じて施

策や取組内容の見直しを行います。 

 

 

安曇野市ものづくり振興ビジョン 
【 概 要 版 】 

基本目標 

 

 

 

 

 市内企業が高い技術力を生かし、新製品・新技術の開発や新市場開拓を実現することで、これまで培ってきた技術を

次世代に繋ぎ、さらに伸ばすことで持続的に成長して世界市場から求められる地域となることを目指します。 

 

基本戦略 

基本目標である「高い技術力で持続的に成長するまち 安曇野」を実現するために４つの基本戦略を立案し、実行し

ます。 

1. 地域を牽引するものづくり企業支援 

2. 企業の経営基盤・生産性の強化 

3. 産業間連携による新たな価値の創造 

4. ものづくり技術を伝承する人材の確保と育成 

 

安曇野市ものづくり産業の課題 

市内ものづくり企業へのアンケート調査及び支援機関、一部企業へのヒアリング調査の結果から以下の課題が明ら

かになりました。 

1. 緊急事態における早期復旧やリスク回避体制の整備の遅れ 

2. 企業価値増大に資する取組、新規事業展開に向けた取組が不十分 

3. 慢性的かつ深刻な人材不足 

4. 地域内連携の強化、地域外への訴求 

5. 生産性向上等に向けた設備入替の実施、企業立地支援 

 

本ビジョンの位置づけ・計画期間 

本ビジョンは、上位計画である「第２次安曇野市総合計画 後期基本計画」と整合性を図り、本市のものづくり振興

の分野別ビジョンとして位置づけます。 

計画期間：令和５（2023）年度～令和９（2027）年度 

 

 

高い技術力で持続的に成長するまち 安曇野 
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